






















宝石をアクセサ リーとして使 う習慣 を女性
が独 り占めにしたのは,一ヨーロッパでも,ほ
んの二百年 ぐらい前からです。それ以前に宝
石 をアクセサ リー として身につけるのに差別
はあ りませんでしたが,ス テイタス ・シンボ
ル として華麗 に扱われていました。
世界を眺 めてみると,まだ至る所に,ア ク
セサ リーとして,男 性,女 性の区別な く,装




宝石,装 飾品が男性か ら女性 に移 り,権威の












なりますが,一 般に 「七宝」 と言われるもの
には,金,銀,さ んご,真珠,る り,めのう,
ひすいがあります。
西洋では,ダ イヤモン ド,ルビー,エ メラ
ル ド,サファイア,真 珠等。
この西洋,東 洋の宝石を対比すると,東西
両文化の特色が,宝 石 という対象を通 じて視
覚的に浮かんで くるように思われます。









腕 に 「釧」 と称するブレスレット,足首 にも
「足釧」 と呼ばれるものをつけた埴輪からも,
うかがい知れます。埴輪 を見ると,一部の上
流階級ばか りでない ことが分か ります。お守




古代人の愛 した美 しい玉を作った所が今 も












アクセサ リー も流行 にこだわらず,個 性的で,
しっか りしたデザインのものが好 まれるよう
にな りました。
自分の好み,T・P・0に 応 じて,デ ザイ
ンの多様化,手 軽な価格での提供 もあり,多





















リー として好 まれ,大 衆的な消費の対象 とな
り,日常化 された,ア クセサリー としての宝






が りますが,人 を引きつけ,気 楽にたのしめ
て,美 しいものが必須条件です。着ているも





アクセサ リーという言葉に 「共犯」 という
意味があり,その人を,そ の人以上 にみせる
共犯者 としてアクセサ リーを,自 己表現 とし
て美 しく装ってもらいたいと思います。
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